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絵本カーニバル2012
　７月28日から８月３日までの７日間、道の駅清
和文楽邑で開催された絵本カーニバル。今年のテー
マ「架け橋」にちなんだ絵本や児童書など約450冊
が出迎えました。今年も2,000人を超える来場者が
ありました。
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10
月
に
、
全
国
棚
田
連
絡
協
議

会
の
総
会
と
、
棚
田
百
選
に
選
定

さ
れ
た
棚
田
の
あ
る
市
町
村
の
首

長
会
議
（
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
）
が
、

山
都
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
農
林

水
産
省
の
呼
び
か
け
に
、
山
都
町

は
、
菅
地
区
と
島
木
峰
地
区
を
応

募
し
ま
し
た
。
文
部
科
学
省
は
、

通
潤
用
水
と
白
糸
の
棚
田
を
「
文

化
的
景
観
」
と
し
て
選
定
し
ま
し

た
。
全
国
の
棚
田
は
、
そ
れ
ぞ
れ

個
性
的
で
、
素
晴
ら
し
い
景
観
に

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

春
は
、
早
苗
が
風
に
揺
れ
、
秋

は
黄
金
の
稲
穂
が
頭
を
垂
れ
る
棚

田
は
、
瑞
穂
の
国
日
本
の
田
舎
の

原
風
景
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
催
し
を
契
機
に
、
美
し
い

田
舎
の
公
園
を
築
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の

部
屋
、
庭
を
整
然
と
綺
麗
に
し
、

地
域
の
道
路
に
は
、
ポ
イ
捨
て
さ

れ
た
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
の
ゴ
ミ
も
見
当
た
る
こ
と
な

く
、
自
治
振
興
区
で
５
年
間
実
施

し
た
緑
化
事
業
等
も
色
を
そ
ろ
え

て
、
町
全
体
が
公
園
の
よ
う
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
車
か
ら

の
ポ
イ
捨
て
も
や
め
て
、
み
な
で

美
し
い
山
都
町
を
め
ざ
し
た
い
も

の
で
す
。

　

ゴ
ミ
を
捨
て
ず
、
寧
ろ
目
の
前

の
ゴ
ミ
を
拾
う
気
持
ち
は
、
人
を

大
切
に
す
る
思
い
に
通
じ
る
も
の

で
す
。
将
来
の
山
都
町
は
、
九
州

中
央
自
動
車
道
の
完
成
、
矢
部
阿

蘇
公
園
線
の
開
通
に
よ
り
、
劇
的

に
賑
わ
い
を
み
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
う
し
た
と
き
に
、
町
外
の

方
を
も
て
な
す
人
情
と
緑
の
環
境

を
今
か
ら
築
き
あ
げ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

Ｉ
タ
ー
ン
の
方
々
と
の
懇
親
会

で
は
、
山
都
町
の
環
境
の
素
晴
ら
し

さ
で
の
評
価
は
異
口
同
音
で
し
た
。

　

東
京
で
催
さ
れ
た
棚
田
学
会

は
、
都
市
住
民
や
大
学
の
教
授
等

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
総

会
で
議
長
を
務
め
、
交
流
会
に
も

参
加
し
ま
し
た
。
田
舎
の
原
風
景

で
あ
る
棚
田
へ
の
彼
ら
の
熱
い
思

い
は
、
過
疎
化
著
し
い
多
く
の
地

方
に
と
っ
て
、
心
強
い
エ
ー
ル
で

し
た
。

　

副
町
長
に
、
総
務
省
の
職
員
を

迎
え
ま
し
た
。
新
鮮
な
感
覚
で
町

政
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。
家

族
全
員
で
の
赴
任
で
す
。

町
長
室
か
ら

甲
斐
利
幸

　

７
月
27
日
に
開
か
れ
た
臨
時
議
会
で
副

町
長
の
選
任
に
関
す
る
議
案
が
議
決
さ
れ
、

総
務
省
出
身
の
山
本
直
樹
氏
が
副
町
長
に

就
任
し
ま
し
た
。

　

山
本
直
樹
氏
は
、
京
都
市
出
身
の
38
歳
。

平
成
11
年
に
総
務
庁（
現
総
務
省
）に
入
庁
、

平
成
23
年
か
ら
行
政
管
理
局
副
管
理
官（
金

融
庁
・
財
務
省
担
当
）
と
し
て
行
政
組
織

の
定
員
・
編
成
管
理
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
12
年
か
ら
13
年
ま
で
鳥
取
県
庁
市
町

村
振
興
課
で
の
勤
務
経
験
も
あ
り
、
町
政

に
新
し
い
風
を
吹
き
込
む
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

は
じ
め
ま
し
て
。
８
月
１
日
か
ら
山
都

町
副
町
長
に
就
任
し
ま
し
た
山
本
直
樹
で

す
。
こ
れ
ま
で
は
、
総
務
省
や
鳥
取
県
庁

な
ど
で
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

赴
任
が
決
ま
り
、
東
京
か
ら
初
め
て
山

都
町
に
参
り
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
山
都
町

が
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
感
じ
た

山
都
町
の
魅
力
は
、
ま
ず
、
数
多
く
の
棚

田
や
清
流
・
滝
、
有
機
野
菜
・
茶
・
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
な
ど
自
然
が
豊
か
で
山
の
恵
み
に

あ
ふ
れ
る
町
で
あ
る
こ
と
、
通
潤
橋
・
清

和
文
楽
・
日
向
往
還
な
ど
歴
史
が
息
づ
く

町
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
人
が
元

気
で
温
か
い
町
で
あ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ

ら
は
山
都
町
の
誇
り
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
、
景
気
低
迷

な
ど
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
山
都
町
を
さ
ら
に
自
立
し
た

元
気
で
魅
力
あ
る
町
に
す
る
た
め
に
力
を

尽
く
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、

10
月
の
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
を
皆
さ
ん
で

成
功
さ
せ
、
棚
田
を
始
め
山
都
町
の
魅
力

を
全
国
に
発
信
し
ま
し
ょ
う
。

　

微
力
で
す
が
、
人
と
の
出
会
い
を
大
切

に
し
、
皆
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
き
勉
強

し
な
が
ら
、
甲
斐
町
長
を
補
佐
し
、
職
員

の
方
と
一
緒
に
全
力
で
仕
事
に
取
り
組
み

ま
す
。
妻
、
子
供
３
人
と
も
ど
も
山
都
町

で
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
山
都
町
の
い
い

と
こ
ろ
、
ぜ
ひ
も
っ
と
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。〜

７
月
の
交
流
会
〜

　

今
月
は
２
回
の
交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

１
回
目
は
、
15
日
に
山
都
町
に
て
『
チ
ポ

リ
ー
ノ
』
竹
本
氏
の
指
導
の
も
と
パ
ン
作
り
、

梶
原
結
婚
相
談
員
の
指
導
の
も
と
チ
ー
ズ
作

り
を
体
験
し
、
最
後
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
懇
親

会
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

２
回
目
は
、
22
日
に
熊
本
市
内
で
、
フ
リ
ー

ト
ー
ク
＆
懇
親
会
で
交
流
し
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
も
楽
し
い
時
間
が
も
て
た
交
流
会

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
毎
月
交
流
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〜
苓
北
町
か
ら
研
修
に
来
ら
れ
ま
し
た
〜

　

７
月
25
日
㈬
、
苓
北
町
か
ら
町
長
、
Ｊ
Ａ

代
表
理
事
組
合
長
を
含
む
苓
北
町
農
政
審
議

会
委
員
、
農
業
委
員
会
、
役
場
関
係
職
員
14

人
が
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

　

苓
北
町
で
は
、
農
業
後
継
者
対
策
と
し
て

企
画
・
運
営
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
な
か

な
か
成
婚
率
が
上
が
ら
な
い
こ
と
が
悩
み
で
、

す
で
に
24
組
の
ご
夫
婦
が
誕
生
し
て
い
る
山

都
町
で
の
取

り
組
み
に
つ

い
て
研
修
に

来
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま

で
の
Ｙ
Ｏ
Ｕ

＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
の

経
験
を
踏
ま

え
て
、
重
要

な
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
お
話

し
い
た
し
ま

し
た
。

　

苓
北
町
の
取
組
み
を
う
か
が
い
な
が
ら
、

女
性
の
参
加
の
き
っ
か
け
を
つ
か
む
た
め
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
地
域
性
や
特
産
品
な

ど
を
フ
ル
活
用
し
て
魅
力
あ
る
町
だ
と
い
う

こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
と
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。
全
部
の
町
が
同
じ
よ
う
な

方
法
で
事
業
を
し
て
も
、
参
加
者
に
と
っ
て

魅
力
は
感
じ
ら
れ
ず
、
増
加
も
見
込
め
ま
せ

ん
。
こ
の
研
修
を
経
て
、
山
都
町
に
と
っ
て

も
地
域
に
あ
っ
た
や
り
方
で
進
め
、
参
加
者
の

気
持
ち
を
グ
ッ
と
掴
ん
で
い
く
こ
と
が
本
当
に

重
要
だ
と
感
じ
た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

☆
結
婚
相
談
員
で
す
！
☆

　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
を
通
じ
て
結
婚
し
た
経

験
者
と
し
て
、
参
加
者
視
点
で
お
力
に
な
れ

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
又
、
先
日
の
コ
ラ

ボ
企
画
の
よ
う
に
、
商
工
会
青
年
部
と
し
て
、

楽
し
い
企
画
に
携
わ
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

松
本　

友
幸
（
城
平
）

☎
７
２

０
０
０
１

Ｙ
Ｏ
Ｕ
&
Ｙ
Ｏ
Ｕ
通
信
Vol.
63

そ
の
32

　

今
年
も
７
月
28
日
か
ら
「
山
都
町
絵
本
カ
ー
ニ
バ
ル
」
が
７
日
間
に
わ
た
っ
て
清
和
文

楽
邑
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
29
日
に
は
カ
ー
ニ
バ
ル
の
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
矢
部
郷
自

然
観
察
会
に
よ
る
「
川
の
生
き
も
の
観
察
会
」
を
文
楽
館
裏
の
大
矢
川
で
実
施
し
た
。

　

今
年
の
カ
ー
ニ
バ
ル
の
テ
ー
マ
は
「
架
け
橋
」。
観
察
会
で
地
域
の
自
然
と
触
れ
合
い
、

生
き
も
の
た
ち
と
出
会
う
こ
と
で
、
絵
本
の
世
界
を
よ
り
豊
か
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
考
え
た
。

　

さ
て
、
梅
雨
末
期
の
大
雨
で
大
矢
川
も
か
な
り
増
水
し
て
い
た
た
め
、
川
の
中
に
住
む

生
き
も
の
た
ち
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
た
。
当
日
は
家
族
連
れ
な
ど
30
名
の
参
加
者
が
集

ま
っ
た
。
始
ま
り
の
挨
拶
で
、
大
雨
で
川
が
増
水
し
た
こ
と
に
触
れ
た
。
水
面
か
ら
高
い

位
置
に
あ
る
木
の
枝
先
に
ゴ
ミ
が
引
っ
か
か
っ
て
い
る
の
に
気
づ
き
「
あ
そ
こ
ま
で
増
水

し
た
ん
だ
。」
と
驚
く
子
ど
も
た
ち
だ
っ
た
。

　

さ
っ
そ
く
川
に
入
り
、
た
も
網
を
使
っ
て
水
の
中
の

生
き
も
の
た
ち
を
集
め
た
。
ヘ
ビ
ト
ン
ボ
を
初
め
て
見

て
驚
い
た
り
、
サ
ワ
ガ
ニ
を
見
つ
け
て
喜
ん
だ
り
と
、

川
は
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
に
包
ま
れ
た
。
し
ば
ら
く
採

集
し
た
後
、
川
岸
で
グ
ル
ー
プ
毎
に
生
き
も
の
た
ち
を

種
類
別
に
分
け
た
。
川
の
水
質
を
調
べ
る
手
が
か
り
と

な
る
生
き
も
の
た
ち
（
指
標
生
物
）
を
探
す
の
だ
。

　

生
き
も
の
を
分
類
で
き
た
と
こ
ろ
で
、
全
員
で
確
か

め
合
い
、
ま
と
め
を
し
た
。
カ
ワ
ゲ
ラ
な
ど
「
快
適
な

水
環
境
」
の
手
が
か

り
と
な
る
生
き
も
の

が
７
種
類
い
る
が
、

そ
れ
ら
全
て
の
生
き

も
の
が
見
つ
か
っ

た
。
次
の
レ
ベ
ル
の

「
親
し
め
る
水
環
境
」
の
生
き
も
の
も
見
つ
か
っ
た
が
、

総
合
判
定
は
「
快
適
な
水
環
境
」。
つ
ま
り
大
矢
川
の

水
質
は
か
な
り
よ
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

川
の
水
質
悪
化
の
一
番
の
原
因
は
、
私
た
ち
の
生
活

排
水
と
言
わ
れ
る
。「
快
適
な
水
環
境
」
は
、
子
ど
も

た
ち
の
生
活
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
豊

か
な
成
長
へ
の
「
架
け
橋
」
と
な
る
活
動
を
今
後
も
大

切
に
し
た
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
事
務
局

（
役
場　

総
務
課
）
成
瀬
・
吉
田

【
専
用
電
話
】

０
９
０

－

９
５
６
５

－

９
５
８
９

【
専
用
ア
ド
レ
ス
Ｐ
Ｃ
】

marriage.support@town.kumamoto-yamato.lg.jp

【
専
用
ア
ド
レ
ス
携
帯
】

you_and_you.@
docom

o.ne.jp

矢
部
郷
自
然
観
察
会　

代
表　

藤
吉　

勇
治

副町長に山本直樹氏が就任副町長に山本直樹氏が就任

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
30
日
を
も
っ
て
、
岩
永
恭
三

氏
が
副
町
長
を
退
任
し
ま
し
た
。
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ポ　ン　プ　車　の　部

小 型 ポ ン プ の 部

熱い消防魂の戦い熱い消防魂の戦い
上益城郡消防大会
　上益城郡消防大会（操法大会）が７月 28日、御船
町の御船グラウンドで行われました。この日のために
練習を重ねた、郡内の各消防団の精鋭が、磨き上げた
操法を競い合いました。
　大会には、小型ポンプの部に 11分団、ポンプ車の
部に４分団がエントリー。山都町消防団からは、小型
ポンプの部に第７分団、第９分団、第 14分団、ポン
プ車の部に第６分団、第 11分団が出場しました。こ
の日の御船グラウンドは気温 30度を超える、炎天下
の厳しい条件でしたが、その暑さに負けない消防魂の
こもった操法競技が繰り広げられました。
　審査の結果、ポンプ車の部で第６分団が準優勝。８
月 26日に天草市で行われる熊本県大会に出場するこ
とが決まりました。また、同じポンプ車の部の第３位
に第 11分団が入りました。

準優勝　第６分団
指揮者　田中　寛士
一番員　増田　勇樹
二番員　荒木　大輔
三番員　吉澤　　勲
四番員　増田　祐輔

第３位　第 11分団
指揮者　佐間野俊祐
一番員　片倉　洋平
二番員　平山　順一
三番員　本田　夏樹
四番員　菊池　正喜

第 14分団
指揮者　後藤　裕孝
一番員　佐藤　智和
二番員　春日　勇輝
三番員　工藤　雄也

第７分団
指揮者　坂本　　教
一番員　中村　晃司
二番員　石坂　隆明
三番員　兼瀬　明彦

第９分団
指揮者　荒木　達也
一番員　藤本　光希
二番員　興梠　裕一
三番員　荒木　一寿

息の合った動作息の合った動作操作はじめ操作はじめ ! !! ! 筒先員、交代筒先員、交代 ! !! !

放水はじめ放水はじめ ! !! !

第 62回上益城郡民体育祭第 62回上益城郡民体育祭
　上益城郡民体育祭が、７月 14 日・15 日
（一部競技を除く）に、益城町を主会場に
開催されました。今年も 18競技が行われ、
初夏の厳しい暑さの中、熱い戦いが繰り広
げられました。山都町は、郡体３連覇を
はたした男子バレーをはじめ、剣道、陸
上競技で優勝し、総合成績は、益城町に
ついで２位でした。

　８月２日、大津町で全国和牛能力
共進会県最終予選会が開かれ、母牛・
子牛・孫牛の３世代にわたる改良の
成果を競う「第６区」を、飯星敏さ
んが制しました。飯星さんは、生育
した３頭とともに、10 月に長崎県で
開催される「全国和牛能力共進会」
に出場します。

男子バレー。写真は準決勝対益城町戦。相手の攻撃に備える山都町（写真奥）男子バレー。写真は準決勝対益城町戦。相手の攻撃に備える山都町（写真奥）

連続優勝していた弓道。今年は惜しくも２位でした。連続優勝していた弓道。今年は惜しくも２位でした。

最終予選に臨む飯星敏さんと孫牛あさがお号最終予選に臨む飯星敏さんと孫牛あさがお号

準優勝した軟式野球。写真は甲佐町との対戦のようす。準優勝した軟式野球。写真は甲佐町との対戦のようす。

飯星敏飯星敏さんさん（柏）（柏）
熊本県代表熊本県代表にに

　７月 20 日、南阿蘇地域
畜産振興推進協議会主催に
よる第７回蘇陽地区育成牛
品評会がＪＡ阿蘇蘇陽家畜
検査場で開催されました。
上位の結果を紹介します。
■若齢の部
　名誉賞首席　やまゆり号
　　山口隆介さん（白石）
　名誉賞２席　ゆうか号
　　後藤勝男さん（長谷）
　名誉賞３席　るり号
　　上野秀喜さん（菅尾）
■壮齢の部
　名誉賞首席　だいあな号
　　飯星一敏さん（柏）
　名誉賞２席　りら号
　　　山口隆介さん（白石）
　名誉賞３席　やす号
　　山邊康弘さん（橘）

やまゆり号

だいあな号

蘇陽地区 蘇陽地区 育成牛品評会育成牛品評会
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　この中で、今回は③歯周病とタバコの関係に注目して解説します。
歯周病は歯と歯肉の境目に付いた歯垢（プラーク）の中の細菌によって歯肉が炎症を起こし、歯を支え
ている骨が破壊されていく病気で、以前は歯槽膿漏（シソウノウロウ）と呼ばれていました。この歯周
病を予防するには、歯垢を歯ブラシや歯間ブラシを使って機械的に取り除くプラークコントロールが最
も有効です。
　一般にタバコを吸う人は、吸わない人に比べ３倍も歯周病にかかりやすく、また２倍も多く歯を失っ
ているという報告があります。また喫煙本数と比例して歯周病が重症化することも分かっています。
　では、どうしてタバコが歯周病を悪化させてしまうのでしょうか？
　それは、タバコを吸うことで、次のような現象が起こってしまうからです。

　　①歯周病菌と戦う白血球の機能が低下してしまう。
　　②歯肉に酸素や栄養を供給する血管が、ニコチ
　　　ンにより収縮してしまう。 
　　③歯肉を修復するために必要な細胞の働きが抑
　　　制される。 
　　④酸素不足により、酸素が大嫌いな歯周病菌に
　　　とって繁殖しやすい環境を作ってしまう。
　喫煙者の歯周病の特徴は一言で言うと「歯周病の
症状がでにくい」ことです。タバコを吸うことで免
疫機能の抑制がかかるため、炎症があるにも関わら
ず症状が現れにくく「歯ぐきの腫れが少ない状態」、
そしてニコチンによって血管が収縮するため「ブラッ
シング時の出血が少ない状態」が起きてきます。そ
れで喫煙される方は、自覚症状が少ないにもかかわ
らず歯周病がどんどん進行し、気付かないうちに重
度の歯周炎になってしまいます。参考に喫煙者とそ
うでない方の写真を右に掲載していますので比較し
てください。

　お酒は上手につきあえば、「百薬の長」です。しかし、タバコは「百害あって一利なし」と言われます。
喫煙されている方の反論として、「気持ちが落ち着く」、「集中力が増す」、「ストレス解消になる」など
とおっしゃいます。でも実際に体内で起きている現象は、血中ニコチン濃度が下がったために、「落ち
着かなくなったり」、「集中力がなくなったり」、「ストレスを感じたりしている」状態になっているのを、
タバコを吸うことでニコチン満タンを正常と感じる元の状態に戻しているだけなのです。簡単に言うと、
タバコをおいしく感じることは、ニコチン依存者がニコチン切れになって生じた禁断症状をニコチンを
補充することで解消している、ただそれだけのことなのです。ニコチンに騙されているだけ、ニコチン
の罠に陥っているだけなのです。私も元喫煙者ですのでよくわかります。
　喫煙者の皆さん，タバコの価格も高くなったことだし、そろそろお体とお口の健康のためにもタバコ
の事を考え直してはみませんか！

進行した歯周病で
歯牙の着色、歯肉
の黒ずみが顕著で
す。歯の動揺もあ
り、ぐらぐらの状
態です。

年齢的に多少の歯
肉退縮はあるもの
の、引き締まった
きれいな歯肉をし
ています。歯の動
揺はありません。

柏歯科診療所　　医師　甲斐　義久

第46集
タバコの害　～お口の健康～

知って得する
健康講座

知って得する
健康講座

特 集特 集

「へき地医療拠点病院として、患者様に
信頼される良質な医療を提供し、地域住
民に親しまれる病院を目指します。」

～蘇陽病院基本理念～

リハビリテーション科　佐藤　真由香

第4集　住まいの工夫
   その1（環境調整について）

家庭でできる家庭でできる
リハビリリハビリ

家庭でできる
リハビリ

特 集特 集特 集

蘇陽病院蘇陽病院だより蘇陽病院だより

　住み慣れた我が家も高齢者や障がい者にとっては、日本家屋独特の構
造や生活様式から問題が生じることが多くあります。そこで生活支援の

ひとつ、環境調整（※）が必要となってきます。
　今回は、住宅改修や福祉用具導入前にも行える「工夫」についてご紹介します。
※環境調整…福祉用具の活用、住宅改修、物の配置換え、動作の工夫　　など

《生活導線を考える》
家の中でどのような動きをするか考えてみましょう。

○よく通る廊下の床に物を置いていませんか？
○危険な場所はないですか？（段差や家具のでっぱり）
○夜、照明はありますか？
　⇒部屋の使い方や配置を変える。
　例）廊下に手すりがあるとしてベッドから出入り口が　
　　　遠い場合→ベッドの位置を入口近くへ移動。

《使うものの高さを考える》
○高すぎませんか？低すぎませんか？
　⇒手がとどきやすい高さに設定する。
　例）引き出しは取り出しやすい高さをつかう。
　例）洗濯もの干しの高さを低くする。

次回は引き続き住まいの工夫「イスの利用方法」について
ご紹介いたします。

取り出しやすい引き出し
に、よく使うものを入れ
る。または限定して使う。

40歳代の喫煙者の口腔内

80歳代のタバコを吸わない方の口腔内

❶口　臭
ヤニと煙の独特
な臭い。灰皿と
同じ臭い。

❸歯周病
歯周病の進行を促進し重症
化させる。治療によって改
善しても、再発しやすい。

❷着　色
黄ばんだ歯不健
康に黒ずんだ歯
肉や唇

❹が　ん
舌・歯肉・頬粘膜・口蓋
等含む口腔がん、咽頭
がんの高い発生率

　喫煙することは、次に掲げるようにお口の健康に対していいことは
　一つもありません。

転倒防止

無理な姿勢をとることや台の上に
立って行うことは危険です。
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山都警察署・署協議会だより山都警察署・署協議会だより山都警察署・署協議会だより
山都警察署　TEL72ー 0110山都警察署　TEL72ー 0110山都警察署　TEL72ー 0110

ありがとう　あんぜんうんてん　してくれて（蘇陽小１年　鍋島明莉）
とまってよ　あげてるこの手　いのちだよ（蘇陽小５年　鍋島麻衣）

（山都地区交通安全協会主催）

（学校名・学年は当時）

平成２３年度交通安全標語コンクール　入選作品平成２３年度交通安全標語コンクール　入選作品平成２３年度交通安全標語コンクール　入選作品平成２３年度交通安全標語コンクール　入選作品平成２３年度交通安全標語コンクール　入選作品

熊本県警のホームページ
http;//www.police.pref.kuma
moto.jp/
　管内の犯罪・交通事故の発生状況、
県警からのお知らせ等が掲載中です。

刑法犯８年ぶりに増加刑法犯８年ぶりに増加

減少傾向も油断ならず減少傾向も油断ならず

　　　　　　　　　　～戸締り・カギかけしてますか？～
　平成16年以降年々減少傾向にあった刑法犯の発生件数。平成７年のピー
ク時（182件）に比べ４分の１まで減少しましたが、本年は、６月が終わっ
て24件（前年同期比＋５件）発生し、増加傾向にあります。特に目立つのは、
山や田畑における農機具や金属類の盗難ですが、鍵のかけ忘れによる空き
巣や車上ねらい、自転車盗も発生しています。外出する際は必ず戸締りを
し、短時間でも自動車や自転車から離れる際は、必ずカギをかけましょう。

　　　　　　　　　　　　～速度の抑制が一番の鍵～
　平成22年に一旦上昇しその後減少傾向にあるものの、速度超過及び前
方不注視による交通事故が発生しています。速度を抑えて、周囲の状況を
良く見ること（確認する）を常に心がけて安全運転を実践しましょう。

◎6ヶ月間で
　　　体重　３．９kg減少
　　　腹囲　３cm減少

晩酌をやめて、腹八分目を実践
しました。食事のときは、野
菜から食べるように心がけま
した。テレビを見ながら腹筋
20回、お腹がしまり腰痛が良
くなったようです。体が軽く
なり、疲れにくくなりました。
これからも自分の健康に気を
付けなければと思います。

動機付け支援受講

中矢　浩幸さん
（51歳）馬見原

長谷野ナミ子さん
（66歳）馬見原

当時の浜町警察署は、明治 10年８
月８日に県内で最初に建てられた警
察署の内の１つです。

動機付け支援受講 ◎6ヶ月間で
　　　体重　４．８kg減少
　　　腹囲　12cm減少

目標を２kg減として歩き出
しました。歩き方が大事で、
丹田という所に力を入れて、
呼吸をしっかりし、まっすぐ
前を見て1時間くらい歩きま
す。ストレッチと筋トレも必
ずします。皆さんから「やせ
たね」と言われるのが嬉しく、
今では歩くことが趣味と癒し
になっています。

　4月号では、矢部地区の特定保健指導修了者をご紹介しましたが、今回は蘇陽地区の特定保健指導修了者を紹介します。
　39人の方が、昨年12月の結果説明会以降、6ヶ月間、それぞれの目標に向かってがんばりました。皆さんいろいろ
な取り組みをされその効果が出ていましたが、今回は2人の方をご紹介します。

区分 20年 21年 22年 23年 24年
年間発生件数 66 47 41 41
上半期 35 28 20 19 24

区分 20年 21年 22年 23年 24年
年間発生件数 38（２） 36（０） 45（２） 39（１）
上半期 19（０） 19（０） 26（１） 20（１） 17（０）

＜過去５年間の人身事故発生件数 ※（）内は死者数＞

保健センターだよりvol.14

防犯キャンペーン活動

警察豆知識

<過去５年間の刑法犯の発生件数>

保育園における交通安全活動

犯　罪犯　罪

交通事故交通事故

図書館情報
－読書とは著者と対話することです－

●お問い合わせ
　・本館 ７３-１６１６  ・清和 ８２-３０３３  ・蘇陽 ７３-２７５５
●休館日：本館・蘇陽（月曜日・祝日・GW・お盆・年末年始）
　　　　　清和（GW・お盆・年末年始）

第147回第147回
直木賞・芥川賞決定！直木賞・芥川賞決定！
第147回
直木賞・芥川賞決定！

子どもたちに本物を手渡そう
　　　　　　　－読み語り講習会が開催されました－

－参加者の感想－

第 147回  芥川賞
「冥土めぐり」

 鹿島田　真希
 河出書房新社     
 分類 913          

第 147 回  直木賞
「鍵のない夢を見る」
 
 辻村　深月
 文芸春秋
 分類 913

つじむら　　  み づき か  しま だ　      ま   き

　どこにでもある町に住む、一見普通の女性たち。やがて起
こる小さな事件。それをきっかけに、黒く暗い感情に引き込
まれてゆく。人の感情の移ろいを細かにとらえ描き出しだ、
五篇の短編集です。他の作品に「ぼくのメジャースプーン」
「冷たい校舎の時は止まる」など。

　エリート意識が強く、過去の裕福な暮らしを捨てられず、
借金を繰り返す母と弟。そんな二人に嫌悪感を抱き距離を置
いた奈津子。しかし、夫との旅先で思い出すのは過去のこと
ばかり。それは、幸か不幸か。
他の作品に「六〇〇〇度の愛」など。

　7 月 8 日、図書館ホールで読み語り講習会が開催されま
した。会場には小学校に読み語りボランティアに参加され
ている方や、子育て中の保護者の方が多数来場されました。
講師の小宮楠緒氏は、「現在どうでもいい本の洪水の中に
子どもたちがいる。子どもにこびている本は選ばなくても
いい。一冊の絵本やお話には作者の強いメッセージが込め
られている。子どもたちには、いつか心の糧になる本との
出会いが大事である。「子どもに本を。」という前に、大人が本物の本を見分ける力を養う事が大事
である。絵も内容も本物を手に入れましょう。」と、述べられました。参加された皆さんは真剣な表
情でメモを取ったり、ボランティアの方々の絵本の読み比べを興味深く聞かれていました。

　　子どもにこびない本、大人のひとりよがり
にならない本、省略しない話・・・。本当のも
のを伝える大切さを具体的にわかりやすくお
話しいただき、お話を聞きながら、読み語りの
中で感じた子どもたちの表情を思い出し、
「あ、本当に子どもたちには本物が伝わるん
だ」と実感しました。（50代男性）

　　絵本を比べて話されたのでとてもよく分
かり時間があっという間に過ぎていきました。
もっと色んな方に聞いて欲しいなと思います。
（特にこれから絵本と出会う子どもを持つ保護
者さんなど）とても有意義でした。ありがとう
ございました。絵本を選ぶ時の参考にしていき
たいです。子どもに謙虚にを忘れずに。　　　
　　　　　　　　　　　　　　（30代女性）

　直木賞と芥川賞の受賞作品が決定しました。受賞作品は
貸出の場合がありますので、図書館でご予約ください。
　また、移動図書館車で予約の場合は、時間がかかること
がございます。巡回時スタッフにお尋ねください。
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人
の
皆
さ
ん
で
す
。
気
温
30

度
を
越
す
厳
し
い
暑
さ
の
中
、

草
刈
機
や
鎌
を
使
っ
て
清
掃
作

業
が
行
わ
れ
、
見
違
え
る
よ
う

に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

ラ
ッ
キ
ー
南
寿
会
が

　

浜
美
荘
訪
問

　

７
月
19
日
、
町
の
老
人
ホ
ー
ム

浜
美
荘
が
笑
い
声
に
包
ま
れ
ま

し
た
。笑
顔
と
笑
い
声
の
も
と

は
、
南
田
地
区
65
歳
以
上
の
方
々

で
つ
く
る
「
ラ
ッ
キ
ー
南
寿
会
」。

今
年
は
じ
め
て
老
人
ホ
ー
ム
を

訪
れ
ま
し
た
。ラ
ッ
キ
ー
南
寿
会

の
10
人
に
よ
る
歌
や
カ
ラ
オ
ケ

や
南
京
玉
す
だ
れ
が
披
露
さ
れ
、

入
所
者
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。こ
の

あ
と
、
輪
投
げ
大
会
が
催
さ
れ
、

会
の
メ
ン
バ
ー
と
入
所
者
が
一

緒
に
な
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

菅
尾
小
閉
校
委
か
ら

　

蘇
陽
南
小
に
寄
付

　

３
月
に
閉
校
し
た
菅
尾
小
学

校
の
閉
校
記
念
式
典
実
行
委
員

会
が
、
そ
の
式
典
費
用
の
残
金
約

33
万
円
を
蘇
陽
南
小
学
校
に
寄

付
し
ま
し
た
。７
月
30
日
、
蘇
陽

南
小
学
校
で
、
実
行
委
員
会
会
長

の
立
田
道
雄
さ
ん
か
ら
岩
下
勇

治
校
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。岩

下
校
長
は
「
児
童
の
安
全
な
学
校

生
活
の
た
め
の
施
設
整
備
な
ど

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

記
念
式
典
に
は
、
町
助
成
の
ほ

か
、
製
茶
品
評
会
で
の
売
り
上
げ

や
、
加
藤
須
磨
子
さ
ん
か
ら
の
寄

付
金
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
っ
し
ょ
に
オ
カ
リ
ナ

　
　

し
ま
せ
ん
か
？

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
喫
茶
ル
ポ
ン
に

は
、月
２
回
、美
し
い
音
色
が
広

が
り
ま
す
。こ
れ
は
、阿
蘇
を
拠

点
に
活
動
し
て
い
る
デ
ュ
オ

V
ient

（
ヴ
ィ
エ
ン
ト
）の
吉
川
万

里
さ
ん
の
指
導
を
受
け
る「
オ
カ

リ
ナ
教
室
」で
、現
在
８
人
が
毎

月
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

オ
カ
リ
ナ
は
、息
を
吹
き
込
み
、

本
体
に
開
い
た
６
個
程
度
の
指

穴
を
塞
ぐ
事
に
よ
っ
て
音
程
を

調
節
す
る
楽
器
で
、素
朴
で
ま
ろ

や
か
な
音
色
が
特
徴
。教
室
で
は

一
緒
に
楽
し
む
仲
間
を
募
集
中

で
す
。興
味
の
あ
る
方
は
、元
田

幸
子
さ
ん（
電
話
７
２－

４
５
３

５
）ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ど
ん
ぐ
り
楽
校

　
　

た
だ
い
ま
新
聞

　

潤
徳
小
学
校
の
保
護
者
が
運

営
す
る
学
童
保
育
「
ど
ん
ぐ
り

楽
校
」
。
そ
の
「
ど
ん
ぐ
り
楽

校
」
が
活
動
を
紹
介
す
る
新
聞

を
作
り
ま
し
た
。
児
童
が
「
た

だ
い
ま
」
と
楽
校
に
く
る
こ
と

か
ら
「
た
だ
い
ま
新
聞
」
と
名

付
け
ら
れ
た
こ
の
新
聞
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
企
画

し
た
イ
チ
ゴ
狩
り
な
ど
の
た
く

さ
ん
の
行
事
に
取
り
組
ん
だ
児

童
が
、
協
力
し
て
記
事
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
新
聞
は
、
学
校

や
保
護
者
、
そ
し
て
地
域
の

方
々
に
配
布
さ
れ
、
大
好
評
で

し
た
。

岩下校長に寄付金を手渡す立田道雄実行委員会会長（右）

楽しく、仲良く

水しぶきをあげて元気にスタート。

下名連石Ａ

一生懸命つくったよ。読んでね。

夏祭り

第８回ナイター
バレーボール大会
7月24日～8月1日
優　勝　下名連石Ａ
準優勝　島一
３　位　稲生野、中島南部

町内各地で夜市や夏祭りが開催され、
地域の方々が楽しみました。

ラッキー南寿会による南京たますだれ

ソラ屋de夏祭り
（７月１６日）

清和夏祭り
（７月２７日）

新町地蔵祭り
（７月２４日）

きぼうの家夏祭り
（８月３日）

仲町七夕祭り
（８月７日）

下市夏祭り
（７月２９日）

大川町浜の館まつり
（７月２１日） 浜美荘夕涼み会

（８月９日）

JINN&KUMI による
ギター演奏と歌

矢部中学校吹奏楽部の演奏では
指揮者体験もありました。

地域の方々によるステージが
祭りを盛り上げます。

城北高校ダンス部による
「山鹿灯篭おどり」が披露されました。

全国大会の常連、秀岳館高校
「雅太鼓」の迫力ある演奏

オープニングを飾ったのは
富合中吹奏楽部のバンドでした。町を代表する太鼓

「大阿蘇蘇陽太鼓喜楽」　
浜Ｃ地区からの出し物フラダンス。
入所者の方々と踊りました。
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ゴミのポイ捨て、不法投棄はやめて

ゴミの分別は適正に！

　車道や山中へのゴミのポイ捨て、家庭ゴミを不法に投棄す
る行為は犯罪です。
　捨てられたゴミは誰かが片付けなければなりません。大変
迷惑なことです。
　不法投棄されているゴミも、きちんと分別すれば町が行う
ゴミ収集に出せるものがほとんどです。「面倒臭いからどこ
かに捨てる」などせず、自分で出したゴミに対して最後まで
責任を持って処理してください。

　夏から秋のシーズンにかけて、山都町ではさまざまなお祭りやイベントなどが行われます。
　また、今年の10月19日～20日には、「全国棚田サミット」が山都町で開催され、全国各地からお客様がお越しに
なります。町外からお越しになる皆様をきれいな町にお迎えし、「山都町ってゴミのないきれいな町だね」と言って
いただけるよう、ゴミのポイ捨て、不法投棄は絶対にしない、きれいで美しい町づくりへのご協力をお願いします。

　調査員が９月上旬から 10月上旬にかけて対象地区を回ります。
　正確な統計を作るために、皆さまのご協力をお願いします。

◆対象地区
　上司尾地区の一部
　北中島大星・小星地区
　下川井野地区、大平地区の一部、尾野尻地区

◆調査は２段階に行われます。
１．準備調査…該当地区の全ての世帯を調査員が回り抽出単位名
簿を作成します。（９月上旬～中旬）
２．実地調査…準備調査で作成した抽出単位名簿から無作為に 15世帯を抽出し、9月末までに再度調査
員がご自宅へ調査票記入のお願いに伺います。（９月末～ 10月 1日）

◆就業構造基本調査とは・・・
　国民の就業の状態を調査し、全国及び地域別の就業構造の実態を明らかにする調査です。この調査の結
果は、国の都道府県などの雇用政策、経済政策などの各種行政施策の基礎資料として利用されます。

問い合わせ先　役場　企画振興課（73-0410）

平成 24 年 10 月 1 日に平成 24 年 10 月 1 日に
「就業構造基本調査」「就業構造基本調査」

が実施されます。が実施されます。

後
納
制
度
（
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
期
限
の
延
長
）
が

10
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
ま
ま
2
年
を
超
え
る
と
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
今
年
10
月
か
ら
平
成
27
年
９
月

ま
で
の
３
年
間
に
限
っ
て
、
過
去
10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

過
去
10
年
以
内
の
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や

し
た
り
、
年
金
の
受
給
権
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ご
自
身
の
年
金
記
録
に
つ
い
て
は
、
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
（http://w

w
w
.nenkin.

go.jp

）
で
ご
確
認
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
か
熊
本
東
年
金

事
務
所
に
お
問
い
合
せ
願
い
ま
す
。

※
後
納
制
度
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
が
、
審
査
の
結
果
、
後
納
制
度
に
よ
る

納
付
を
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
国
民
年
金
保
険
料

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル　
　

０
５
７
０

０
１
１

０
５
０

　

熊
本
東
年
金
事
務
所　
　
　
　
　
　
　

０
９
６

３
６
７

８
１
４
４

　

役
場　

健
康
福
祉
課　

国
保
年
金
係　

０
９
６
７

７
２

１
１
７
３

児
童
扶
養
手
当
の

支
給
要
件
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
24
年
８
月
か
ら
、
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
要
件
に
、

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
で
「
裁
判
所
か
ら
の
保
護
命
令
」

が
出
さ
れ
た
場
合
と
い
う
の
が
加
わ
り
ま
し
た
。

児
童
扶
養
手
当
と
は
？

　

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
又
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
子
ど
も
が
育
成
さ
れ
る
家
庭
（
ひ
と
り
親
家
庭
等
）
の
生
活
の

安
定
と
自
立
の
促
進
に
寄
与
し
、
子
ど
も
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

新
た
に
加
わ
っ
た
支
給
要
件
は
？

　

父
、
又
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た
子
ど

も
を
、
母
、
父
又
は
養
育
者
が
監
護
等
し
て
い
る
場
合

※
こ
の
他
の
支
給
要
件
も
あ
り
ま
す
。
支
給
要
件
に
つ
い
て
は
、

役
場
健
康
福
祉
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

手
当
額
（
月
額
）
と
は
？

◆
受
給
資
格
者
（
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
や
父
な
ど
）
が
監
護
・
養

育
す
る
子
ど
も
の
数
や
受
給
資
格
者
の
所
得
等
に
よ
り
決
め
ら
れ

ま
す
。

○
子
ど
も
１
人
の
場
合
（
平
成
24
年
４
月
〜
）

　

全
部
支
給
：
４
１
，
４
３
０
円

　

一
部
支
給
：
４
１
，
４
２
０
円
〜
９
，
７
８
０
円

○
子
ど
も
２
人
以
上
の
加
算
額

　

２
人
目
：
５
，
０
０
０
円
、

　

３
人
目
以
降
１
人
に
つ
き
：
３
，
０
０
０
円

　

手
当
の
支
払
い
は
、
４
月
、
８
月
及
び
12
月
の
３
期
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
前
月
ま
で
の
分
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
８
月
分
の

手
当
は
、
12
月
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
役
場
健
康
福
祉
課
へ

申
請
が
必
要
で
す
。
早
め
に
問
合
わ
せ
の
上
、
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

役
場　

浜
町
事
務
所　
　

健
康
福
祉
課　

７
２

１
２
２
９

　
　
　
　

清
和
総
合
支
所　

健
康
福
祉
課　

８
２

２
１
１
１

　
　
　
　

蘇
陽
総
合
支
所　

健
康
福
祉
課　

８
３

１
１
１
１

国
民
年
金
か
ら
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　年々、ゴミを分別することへの関心が高まってきています。
しかし、いまだに燃えるゴミの中に異物が入っていたり、適
正な分別が行われていない違反ゴミが出されたりすることが
あります。
　ゴミ処理場の小峰クリーンセンターでは、ゴミを焼却する
ための燃料や、機械を稼働させるために電力を使ってゴミの
処理を行っています。
　不適切なゴミが出されれば、ムダな燃料や電力を必要とす
るばかりか、貴重な資源として再利用できるものも全てゴミ
として処理されることになります。また、現場で作業にあた
る作業員へ危険がおよび、施設自体にも悪影響を与え、不必
要な修繕費用などもかかります。

　燃えるゴミの中に不燃物などの異物を入れないことはもとより、新聞などの古紙、ビン・缶類、ペットボト
ルなど資源として再利用できるものを適正に分別を行って出していただくことで、焼却処理されるゴミの量が
減り、限られた資源の有効活用と節電につながります。
　一人ひとりが、マナーやルールを守ってゴミを出してください。

○問い合わせ先　役場　住民環境課　環境衛生係　電話72 ｰ 0767

　焼却炉内から手作業で
取り出された金属クズ。
燃えるゴミの中に外から
見えないように隠されて
いたと考えられます。
　このような異物が焼却
炉の中に入ると、焼却炉
の破損につながります。

　ガラス・陶器類で出さ
れたもの。さまざまなも
のが分別されず出されて
います。ビンは蓋を外し、
中身を洗って町のビン収
集日に、電球も町収集日
に出すことで、いずれも
リサイクルできます。
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蘇陽総合支所営農ホール

篠崎史紀さん（ヴァイオリン）

山都町ふれあいコンサート 2012山都町ふれあいコンサート 2012山都町ふれあいコンサート 2012
～国内最高峰アーティストの演奏を～
10 2（火）

10 3（水）
午後 6：30 開場　
午後 7：00 開演

午後 6：30 開場　
午後 7：00 開演

矢部保健福祉センター
千寿苑 多目的ホール

■入場整理券　1,000円（各日300席）
■入場整理券販売所
　教育委員会（矢部・清和・蘇陽）、町立図書館、ギャラリー喫茶ルポン

ＮＨＫ交響楽団第１コンサートマスターである篠崎史紀さん（ヴァイオリン）を
はじめ、国内の最高峰のアーティストが奏でる、夢のコンサート。
今年は、「動物の謝肉祭」（サン・サーンス作曲）をメインに、遊び心あふれる
90分にご期待ください。

　自動車安全運転センターが行う、運転記録証明書の分析結果（交
通違反や交通事故の件数等）を活用した安全運転管理成績が優秀
だったとして、町のコミュニティバスを運行する有限責任事業組
合山都交通（深瀬俊一組合長）が金賞を受賞しました。
　今年は、全国で２３１事業所が金賞に選ばれ、そのうち熊本県
内は７事業所、その中の１事業所として山都交通が選ばれました。
その表彰状伝達式が、７月２３日、山都警察署において行われ、
組合長の深瀬俊一さんと事務局長の渡辺大祐さんに、山都警察署
長及び自動車安全運転セン
ター熊本事務所長から賞状
と盾、記念品がおくられま
した。深瀬組合長は「この
賞を励みに、今後も町民の
皆様に安心して利用してい
ただけるよう安全運行に努
めます。」と感想を語りまし
た。

　

８
月
１
日
か
ら
４
日
ま
で
、
町
内
や
熊
本
市
な
ど
か
ら
参

加
し
た
小
学
４
年
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
２
５
人
が
、
旧

下
矢
部
東
部
小
学
校
（
白
小
野
）
に
宿
泊
し
な
が
ら
、
農
業

体
験
や
自
然
観
察
を
楽
し
み
ま
し
た
。
企
画
し
た
の
は
、
タ

ン
ザ
ニ
ア
な
ど
海
外
で
植
林
活
動
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
地
球
緑
化
の
会
で
、
今
回
が
初
の
試
み
で
す
。

　

２
日
目
は
川
遊
び
の
日
。
田
小
野
の
水
田
で
草
取
り
作
業

を
し
た
あ
と
、
小
川
に
設
け
ら
れ
た
特
設
プ
ー
ル
で
泳
い
だ

子
ど
も
た
ち
。
そ
の
あ
と
、
矢
部
郷
自
然
観
察
会
の
藤
吉
勇

治
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
田
ん
ぼ
や
小
川
の
生
き
物
を
捕
獲

し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
通
潤
用
水
路
の
探
検
や
国
有

林
の
散
策
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
五
右
衛
門
風
呂
体
験

な
ど
、
４
日
間
、
山
都
町
の
自
然
を
全
力
で
体
験
し
ま
し
た
。

通潤橋の火祭り
７月２９日、通潤橋の下を流れる五老ヶ滝川に１００本のたいまつが並
び、オレンジの幻想的な灯りで通潤橋を灯しました。これは、中心市街
地活性化協議会が７月２９日から８月４日までの橋の日週間にあわせて

企画したものです。崇城大学の協力のもと、協議
会によって設置された竹のたいまつは、午後７時
に点火されると、夜の訪れにあわせて徐々に鮮や
かになり、その灯りが川面に揺らめきました。
　通潤橋と遊歩道、その周辺の棚田には、虹の通
潤館職員と役場職員によって約７００個のＬＥＤ
が設置され、一帯をより幻想的な雰囲気にしまし
た。
　またこの日は、道の駅通潤橋前で下市夜市が同
時開催されました。

山
都
の
自
然
を
全
力
体
験

山
都
の
自
然
を
全
力
体
験

「
山
都
で
あ
そ
ぼ
い

「
山
都
で
あ
そ
ぼ
い    

エ
コ
ス
ク
ー
ル
」

エ
コ
ス
ク
ー
ル
」

自動車安全運転センタ が行う 運転記録証明書の分
山都交通山山山山山山山山山山山山都都都都都都都都都都都都交交交交交交交交交交交交通通通通通通通通通通通通が優秀安全運転事業所でがががががががががが優優優優優優優優優優秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全運運運運運運運運運運転転転転転転転転転転事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業所所所所所所所所所所でででででででででで金賞金金金金金金金金金金金金賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝くくくくくくくくくくくじじじじじじじじじじじ助助助助助助助助助助助成成成成成成成成成成成事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業でででででででででで助成事業助成事業

視聴覚機器等を整備視視視視視視視視視視視聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚機機機機機機機機機機機器器器器器器器器器器器等等等等等等等等等等等ををををををををををを整整整整整整整整整整整備備備備備備備備備備備
　コミュニティの健全な発展を図ることを
目的としたコミュニティ助成事業により、
御所自治振興区に音響機器やテントなどの
視聴覚機器・イベント用備品が整備されま
した。
　この、コミュニティ助成事業は、宝くじ
普及広報事業費を財源として財団法人自治
総合センター
が助成決定を
行うもので、今
後の御所自治
振興区の益々
の活性化が期
待されます。

→
田
ん
ぼ
の
生
き
物
を
捕
獲

山都交通の深瀬組合長 ( 左から 2人目 )
と渡辺事務局長（右から2人目 )

宝くじは地域振興に活かされ
ています。

→
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
・
タ
ガ
メ
な

ど
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。
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わ
た
し
た
ち
の
人
権

わ
た
し
た
ち
の
人
権

だ
れ
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で
侵
す
こ
と
の
で
き
な

い
当
然
の
権
利
こ
れ
が
『
人
権
』
で
す

90

▼
清
和
短
歌
会

盆
く
れ
ば
離
れ
住
む
子
ら
帰
り
来
る

　
　
　
　
　
　

若
き
日
浮
か
び
想
い
ひ
ろ
が
る 

藤
島
み
つ

梔
子
の
花
咲
き
誇
る
朝
の
道

　
　
　
　
　
　

そ
の
名
香
り
を
孫
に
教
ゆ
る 

野
中
ま
ち
子

「
蒔
い
て
ネ
」
と
花
種
子
配
り
友
は
逝
く

　
　
　
　
　
　

ヒ
ゴ
タ
イ
育
つ
を
窓
越
し
に
見
る 

原
田
由
紀
子

▼
馬
見
原
酔
山
会

安
木
節
踊
る
足
ど
り
田
草
引
く 

岩
永
周
子

桃
熟
れ
て
山
か
ら
子
猿
相
伴
に 

工
藤
美
智
子

サ
ラ
ダ
ま
で
永
い
道
の
り
初
胡
瓜 

畑
野
フ
ミ
ヨ

▼
や
ま
な
み
の
会

深
山
な
る
あ
ざ
み
の
色
の
濃
紫 

岩
崎
延
枝

木
戸
口
に
沢
蟹
走
る
梅
雨
入
り
か
な 

今
村
芳
子

生
と
死
は
隣
あ
は
せ
や
明
易
し 

赤
澤
冨
美
子

車
窓
か
ら
見
る
山
々
の
彩
り
は
近
く
は
緑
遠
く
は
青
く 

本
田
健
二
郎

山
裾
に
ふ
わ
り
と
靄
は
這
う
如
く

　
　
　
　
　
　

明
か
り
ぼ
ん
や
り
雨
上
が
り
の
景 

木
下
ス
エ
オ

壕
あ
と
の
岩
石
残
る
丘
に
た
ち

　
　
　
　
　
　

島
原
の
乱
の
歴
史
を
偲
ぶ 

今
村
芳
子

▼
通
潤
句
会

同
じ
風
吹
き
て
植
田
と
減
反
田 

田
中
か
つ
み

仏
心
の
濃
き
日
淡
き
日
新
樹
光 

西
田
え
い
子

訂正とお詫び
広報やまと７月号（７月 25 日発行）におい
て、記事に誤りがありました。関係者のみな
さまには大変ご迷惑をおかけしました。お詫
びして訂正します。

○（23 ページ）８月の当番医院　内
（誤）「野田医院（電話 75-0307）」
　　→（正）「野田医院（電話 72-0307）」
（誤）「矢部広域病院（電話 83-1121）」
　　→（正）「矢部広域病院（電話 72-1121）」
（誤）「瀬戸病院（電話 72-0111）」
　　→（正）「瀬戸病院（電話 75-0111）」

山都町の人口
〔平成24年７月31日現在〕

男　　8,446人    （＋8）
女　　9,070人  （＋46）
計　 17,516人  （＋54）
世帯   6,770戸  （＋46）
※（　）は前月比。住民基本台帳
　法の改正に伴い、今回から外国
　人住民を含んだ数値になります。
※最高齢は106歳〔女性１人〕
※１月１日～７月31日の出生届数
　43人（うち７月は７人）
※１月１日～７月31日の死亡届数
　179人（うち７月は20人）

９月の当番医
９月  2 日　蘇 陽 病 院（電話83-1122）
９月  9 日　髙田整形外科（電話72-1007）
９月 16日　坂本クリニック（電話72-0210）
９月 23日　伴 病 院（電話72-0029）
９月 30日　野 田 医 院（電話72-0307）

あ
の
橋
の
よ
う
な
町
を
つ
く
ろ
う

あ
の
橋
の
よ
う
な
町
を
つ
く
ろ
う

　
　
　
　
　

〜
人
権
を
考
え
る
町
民
の
集
い
〜

　
　
　
　
　

〜
人
権
を
考
え
る
町
民
の
集
い
〜

　

７
月
23
日
、
千
寿
苑
で
人
権
を

考
え
る
町
民
の
集
い
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
町
民
の
集
い
は
、

Ｋコ

ー

ヨ

ー

Ｏ
Ｙ
Ｏ
バ
ン
ド
に
よ
る
人
権

コ
ン
サ
ー
ト
。
会
場
を
訪
れ
た
約

２
０
０
人
の
参
加
者
が
、
歌
と
ト

ー
ク
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

Ｋ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
バ
ン
ド
は
、

１
９
９
１
年
（
平
成
３
年
）
の
湾

岸
戦
争
開
戦
を
機
に
、
当
時
の
矢

部
同
和
保
育
園
の
保
護
者
が
、
音

楽
を
通
し
て
戦
争
反
対
を
う
っ
た

え
よ
う
と
結
成
さ
れ
た
の
が
始
ま

り
で
す
。
町
民
の
集
い
で
は
、
ボ

ー
カ
ル
・
ギ
タ
ー
の
上
田
幸
洋
さ

ん
（
城
平
）
が
、「
黄
色
い
長
ぐ

つ
」
や
「
幸
せ
の
種
を
ま
こ
う
よ
」

な
ど
10
曲
を
熱
唱
。
会
場
の
参
加

者
も
一
緒
に
歌
っ
た
り
手
拍
子
を

し
た
り
し
て
、
歌
詞
に
込
め
ら
れ

た
思
い
を
感
じ
取
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
歌
の
合
間
の
ト
ー
ク
で
は
、

身
近
な
人
権
問
題
や
国
内
で
の
昨

今
の
人
権
問
題
の
話
を
通
し
て
、

「
自
分
の
中
の
差
別
心
に
気
づ
い
て

ほ
し
い
」
な
ど
と
う
っ
た
え
か
け

ま
し
た
。

●
来
場
者
の
感
想

・
口
に
出
し
て
言
う
だ
け
な
ら
ば

誰
に
で
も
で
き
る
が
、
実
際
に

自
分
自
身
で
動
く
こ
と
が
で
き

る
か
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
よ

う
に
行
動
に
移
す
こ
と
の
で
き

る
人
が
増
え
て
い
か
な
い
と
差

別
は
な
く
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

ま
た
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
も
差

別
が
お
こ
っ
て
い
る
が
、
そ
の

実
態
な
ど
を
知
ら
な
い
人
も
多

く
、
そ
の
よ
う
な
実
態
を
知
り
、

皆
で
考
え
て
行
動
し
、
差
別
や

い
じ
め
を
な
く
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。
何

気
な
い
一
言
で
あ
っ
て
も
相
手

を
傷
つ
け
て
し
ま
う
と
い
う
こ

と
は
よ
く
あ
る
が
、
そ
れ
を
注

意
し
て
く
れ
る
人
の
存
在
が
差

別
を
な
く
す
第
一
歩
に
つ
な
が

る
と
思
っ
た
。

（
矢
部
地
区
／
20
代
男
性
）

・
人
権
の
歌
を
歌
っ
て
い
る
方
た

ち
が
山
都
町
に
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
い
う
話
は
聞
い
て
い
ま
し
た

が
、
な
か
な
か
実
際
に
拝
見
す

る
機
会
が
な
く
、
今
回
、
町
民

の
集
い
を
通
し
て
Ｋ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
バ

ン
ド
の
歌
が
聞
け
て
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
幸
洋
さ
ん
の
歌

や
話
を
聞
い
て
、
人
権
に
つ
い

て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
普

段
生
活
し
て
い
る
中
で
、
自
分

で
は
気
づ
か
ず
差
別
を
し
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
ら
、

と
て
も
怖
く
な
り
ま
し
た
。
言

葉
ひ
と
つ
ひ
と
つ
、
考
え
て
話

し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

（
清
和
地
区
／
20
代
女
性
）

・
上
田
さ
ん
の
話
（
歌
）
を
初
め

て
聞
き
ま
し
た
。「
皆
さ
ん
は
ど

う
思
い
ま
す
か
？
」
と
い
う
問

い
か
け
が
心
に
し
み
ま
し
た
。

差
別
の
な
い
町
づ
く
り
に
向
け

て
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が

湧
い
て
き
ま
し
た
。

（
蘇
陽
地
区
／
50
代
女
性
）

・
上
田
さ
ん
の
歌
、
話
を
聞
い
て
、

も
し
か
し
た
ら
自
分
は
い
じ
め

を
し
て
い
た
の
で
は
と
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
過
去
の
自
分

の
行
動
を
正
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
た
だ
、
今
か
ら
自
分
の

行
動
、
考
え
を
正
す
こ
と
は
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
と
て
も
自

分
の
た
め
に
な
る
講
演
で
し
た
。

（
蘇
陽
地
区
／
30
代
女
性
）

（写真）ＫＯＹＯバンドの上田幸洋さん（右）と芹口昭浩さん

和
光
教
室
書
道
部
の
片
山
久
男
さ
ん
（
須
原
）
作

山都町観光案内所

    ギャラリー喫茶ギャラリー喫茶

ル ポ ンル ポ ン
  ☎７２－1０５４☎７２－1０５４

～ ９月ギャラリーのご案内 ～

「水彩画展」
９月１日（土）～９月30日（日）
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絵本カーニバル2012
　７月28日から８月３日までの７日間、道の駅清
和文楽邑で開催された絵本カーニバル。今年のテー
マ「架け橋」にちなんだ絵本や児童書など約450冊
が出迎えました。今年も2,000人を超える来場者が
ありました。

（８～９ページに関連記事）

清和文楽の里まつり清和文楽の里まつり
清和文楽邑一帯
　清和文楽紹介版ミニ公演の無料公演（２回、各先着 200 名様）や、新鮮な野菜や特産
品のバザーがあります。くまモンや、英太郎ものまねショーも祭りを盛り上げます。
農産物品評会～真心込めた農産物を出品してください！農産物品評会～真心込めた農産物を出品してください！
　文楽の里まつりにあわせて、山都町農産物品評会を開催します。町内の農業者
であればどなたでも出品できます。トマト、キュウリ、クリ、葉たばこなど、真心込あればどなたでも出品できます。トマト、キュウリ、クリ、葉たばこなど、真心込
めて作った農産物を出品してみませんか？たくさんの応募をお待ちしています!めて作った農産物を出品してみませんか？たくさんの応募をお待ちしています!
▼出品受付▼出品受付
　９月８日（土）午前10時～正午　９月８日（土）午前10時～正午
　（葉たばこのみ９月７日（金）午前９時～午前９時30分）　（葉たばこのみ９月７日（金）午前９時～午前９時30分）
▼出品先▼出品先
　・ＪＡ上益城　清和野菜集荷場、第３営農センター　・ＪＡ上益城　清和野菜集荷場、第３営農センター
　・ＪＡ阿蘇　　蘇陽野菜集荷場　・ＪＡ阿蘇　　蘇陽野菜集荷場
▼表彰式▼表彰式
　９月９日（日）午前10時30分から、文楽の里まつりで行われます。　９月９日（日）午前10時30分から、文楽の里まつりで行われます。
※出品品目、出品要領など詳しくは、お問い合わせください。※出品品目、出品要領など詳しくは、お問い合わせください。
　清和文楽の里まつり実行委員会（清和総合支所産業振興課）８２－２１１１　清和文楽の里まつり実行委員会（清和総合支所産業振興課）８２－２１１１
　ＪＡ上益城　第３営農センター　７２－１２５０　ＪＡ上益城　第３営農センター　７２－１２５０
　　　〃　　　清和野菜集荷場　　８２－２００６　　　〃　　　清和野菜集荷場　　８２－２００６
　ＪＡ阿蘇　　蘇陽野菜集荷場　　８３－１１４６　ＪＡ阿蘇　　蘇陽野菜集荷場　　８３－１１４６

山のまつり 山のまつり 予告篇予告篇 　山都町のまつりが３週連続で開催さ
れます。見どころ満載の「山のまつり」
にぜひお越しください。

馬見原商店街一帯
　名物の「造り物」は、商店街で扱う商品等が
材料になります。茶碗などの日用品を使って、
クギやノリを使わずに造られる、昔ながらの造
り方を今につないでいます。
　また、火伏地蔵を担いだ、勇壮な裸みこしは、
水をかけられながら町内を練り歩き、神輿を担
いだまま五ヶ瀬川へ飛び込む豪快なみこしです。

浜町商店街一帯
　江戸時代中期から始まったとされる八朔祭。「八朔」とは、田の神に感謝し、
収穫の目安を立てる日とされています。呼び物はなんと言っても巨大な造り物で
す。町のメインストリートを高さ約４ｍ、長さ約７ｍにもおよぶ大造り物が引き
廻される光景は壮観です。

八朔小町～今年も八朔祭をＰＲします～
　八朔祭に花を添える「八朔小町」。今年の八朔小
町は、境絵理佳さん、荒木友美さん、上田愛さんの
３人。福岡市や熊本市などでのＰＲや、祭当日の本
部での業務を行います。
　その認定式が町商工会本所で行われ、境さんと荒
木さんが出席（上田さんは欠席）。八朔祭実行委員
会の中村紘二委員長から認定証を受け取りました。

火伏地蔵祭火伏地蔵祭

こしです。

浜町商店街街 帯帯
八朔祭八朔祭

認定式に出席した境絵理佳さん
（左）と荒木友美さん（右）


